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	製品名: ユビキチン結合酵素E2 Cウサギモノクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	E1複合体からユビキチンを受け取り、他のタンパク質への共有結合を触媒する。in vitroでは、「Lys-11」および「Lys-48」結合型ポリユビキチン化を触媒する。有糸分裂の進行を制御する細胞周期制御性ユビキチンリガーゼである後期促進複合体/サイクロソーム（APC/C）の必須因子として作用する。
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達
	画像データ
	

	ユビキチン結合酵素 E2 C 抗体および DAPI (青) を使用した、HeLa のユビキチン結合酵素 E2 C (緑) の免疫細胞化学分析。
	

	UBE2C 抗体を使用した PC-12、Raw264.7、3T3 溶解物中の UBE2C のウエスタンブロット分析。
	

	UBE2C抗体を用いたA549、HL-60、U2OSライセート中のUBE2Cのウェスタンブロット分析
	

	UBE2C 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。

